




















 また、本共同研究チームが 2019年度に実施した別の臨床研究「認知機能およびストレス抵抗性に対する 
骨砕補エキスとエゾウコギ葉エキス合剤の効果の研究」における検討の中で、松井・稲田は、認知機能の解析を
行い、この共同臨床研究は論文として公開された（Nutrients (2020) 12(2) pii: E303.）。 
（２）アルツハイマー病モデルマウスでの研究 
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 生後 5か月齢の 5XFADマウスにDiosgeninを 0.1 μmol/kgの用量で 2週間、経口投与した。投与終了後、1日
後、8日後、15日後、29日後、57日後の各時点で、インターバル時間 1時間の条件で物体認知記憶試験を行っ
た。野生型マウスに比べて、5XFADマウスの溶媒投与群では、いずれの時点でも物体認知記憶が損なわれていた。
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Training Test
ORT ④
(29 d after administration)
Training Test
ORT ⑤
(57 d after administration)
*p < 0.05, **p < 0.01, ***p < 0.001 vs 5XFAD/Veh,
One-way ANOVA, post hoc Dunnett's test.
# < 0.05, ##p < 0.01, ###p < 0.001, ####p < 0.0001 vs 5XFAD/Veh, 
Repeated measures two-way ANOVA, post hoc Bonferroni test.
・5ヶ月齢（投与開始時）
・雌性
Wild-typeまたは5XFAD
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